
号

外

一�
令

和

六

年

三

月
十
八
日

���������������
目

次

条

例

○
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

人

事

課)

二
ペ
ー
ジ

○
岐
阜
県
公
立
小
中
学
校
等
情
報
機
器
整
備
基
金
条
例

(

義
務
教
育
課)

三

◇
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

(

条
例
第
一
号)

一

国
家
公
務
員
に
準
拠
し
、
次
の
と
お
り
災
害
応
急
作
業
等
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

(

第
二
〇
条
関
係)

１

異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る｢

災

害
救
助
法｣

が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
内
の
現
場
に
お
い
て
、
巡
回
監
視
又
は
応
急
作

業
等
に
従
事
し
た
場
合
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
、
一
六
〇
円
の
範
囲
内
で
支
給
す
る

こ
と
と
し
た
。

２

噴
火
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

｢

災
害
対
策
基
本
法｣

に
よ
り
設
定
さ
れ
た
警
戒
区
域
等
で
災
害
状
況
の
調
査
等
に
従
事
し

た
場
合
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
、
一
六
○
円
の
範
囲
内
で
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

３

異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
に
派
遣
さ
れ
、
心
身
に
著
し
い

負
担
を
与
え
る
災
害
応
急
対
策
作
業
に
従
事
し
た
場
合
、
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
七
一
〇

円
の
範
囲
内
で
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

一
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

(
条
例
第
二
号)

一

国
家
公
務
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
額
の
改
定
に
鑑
み
、次
の
と
お
り
改
正
す
る
こ
と
と
し
た
。

(

第
二
〇
条
関
係)

１

異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

( ) 令和６年３月18日 岐 阜 県 公 報 号 外 �１

○

○

岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

令
和
六
年
三
月
十
八
日



に
お
い
て
、
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
の
区
域
に
派
遣
さ
れ
、
災
害
応

急
対
策
作
業
に
従
事
し
た
職
員
に
支
給
す
る
災
害
応
急
作
業
等
手
当
の
上
限
額
を
改
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

２

異
常
な
自
然
現
象
又
は
大
規
模
な
事
故
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
た
箇
所
又
は
そ
の

周
辺
に
お
い
て
、
遭
難
者
の
捜
索
救
助
そ
の
他
の
危
険
又
は
困
難
を
伴
う
救
援
等
の
業
務
に

従
事
し
た
警
察
職
員
に
支
給
す
る
警
察
職
員
手
当
の
上
限
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

３

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
岐
阜
県
公
立
小
中
学
校
等
情
報
機
器
整
備
基
金
条
例

(

条
例
第
三
号)

一

公
立
小
中
学
校
等
に
お
け
る
情
報
機
器
の
計
画
的
な
整
備
を
行
う
た
め
の
事
業
に
要
す
る
資

金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜
県
公
立
小
中
学
校
等
情
報
機
器
整
備
基
金
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

(

第
一
条
関
係)

二

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
定
め
る
額
と
す
る
こ
と
と
し

た
。(

第
二
条
関
係)

三

そ
の
他
岐
阜
県
公
立
小
中
学
校
等
情
報
機
器
整
備
基
金
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め

る
こ
と
と
し
た
。

四

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

条

例

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
一
号

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例(

昭
和
三
十
二
年
岐
阜
県
条

例
第
二
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

27

次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
額
の
災
害
応
急
作
業
等
手
当
を
支
給
す
る
。

一

異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
災
害
救
助

法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号)

が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
内
の
次
に
掲
げ
る
現
場

に
お
い
て
、
災
害
応
急
作
業
等
に
従
事
す
る
職
員
が
従
事
す
る
巡
回
監
視
又
は
当
該
現
場
に
お
け

る
重
大
な
災
害
の
発
生
し
た
箇
所
若
し
く
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
著
し
い
箇
所
で
行
う
応
急
作
業

若
し
く
は
応
急
作
業
の
た
め
の
災
害
状
況
の
調
査

従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
千
百
六
十
円
の

範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額

イ

河
川
の
堤
防
等

ロ

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
四
十
六
条
第
一
項(

第
二
号
を
除
く
。)

の
規
定
に
よ
り
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
区
間
内
の
道
路
又
は
そ
の
周
辺

二

噴
火
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
災
害

応
急
作
業
等
に
従
事
す
る
職
員
が
災
害
対
策
基
本
法(

昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号)

第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
居
住
者
等
が
避
難
の
た
め
の
立
退
き
を
指
示
さ
れ
た
地
域
又
は

同
法
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
警
戒
区
域
で
従
事
す
る
災
害
状
況
の
調
査
、

巡
回
監
視
、
工
事
の
監
督
又
は
測
量
若
し
く
は
測
量
の
監
督
等
の
作
業

従
事
し
た
日
一
日
に
つ

き
二
千
百
六
十
円
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額

三

異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
災
害
対
策
基
本
法
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
地
方
公
共
団
体
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
が
従
事
す
る
災
害
応
急
対
策
に

係
る
作
業
で
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
も
の

従
事
し
た
日
一
日

に
つ
き
七
百
十
円
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額

四

人
事
委
員
会
が
認
め
る
職
員
が
従
事
す
る
前
三
号
に
掲
げ
る
作
業
に
相
当
す
る
と
人
事
委
員
会

が
認
め
る
作
業

従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
千
百
六
十
円
の
範
囲
内
で
人
事
委
員
会
が
定
め
る

額
第
二
十
条
の
二
第
五
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和６年３月18日 ( )２

災
害
応
急
作
業
等
手
当

災
害
防
止
作
業
等
手
当(

前
条
第
二
十
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
も
の
に
限
る
。)



第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
中｢(

昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号)｣

を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
二
号

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

岐
阜
県
職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例(
昭
和
三
十
二
年
岐
阜
県
条

例
第
二
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
第
二
十
二
号
中｢

で
、
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る

も
の｣

を
削
り
、｢

千
六
百
八
十
円｣

を｢

二
千
百
六
十
円｣

に
改
め
、
同
条
第
二
十
七
項
第
三
号
中

｢

地
方
公
共
団
体｣

の
下
に｢

の
区
域｣

を
加
え
、｢

で
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
人
事
委
員

会
が
認
め
る
も
の｣

を
削
り
、｢

七
百
十
円｣

を｢

千
六
百
二
十
円｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

岐
阜
県
公
立
小
中
学
校
等
情
報
機
器
整
備
基
金
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
十
八
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
条
例
第
三
号

岐
阜
県
公
立
小
中
学
校
等
情
報
機
器
整
備
基
金
条
例

(

設
置)

第
一
条

公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
並
び
に
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学
部

に
お
け
る
情
報
機
器
の
計
画
的
な
整
備
を
行
う
た
め
の
事
業
に
要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め
、
岐
阜

県
公
立
小
中
学
校
等
情
報
機
器
整
備
基
金(

以
下｢

基
金｣

と
い
う
。)

を
設
置
す
る
。

(

積
立
て)

第
二
条

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
定
め
る
額
と
す
る
。

(

管
理)

第
三
条

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
金
そ
の
他
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り

保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
金
に
属
す
る
現
金
は
、
必
要
に
応
じ
、
最
も
確
実
か
つ
有
利
な
有
価
証
券
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

(

運
用
益
金
の
処
理)

第
四
条

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
、
基
金
に
編
入

す
る
も
の
と
す
る
。

(

繰
替
運
用)

第
五
条

知
事
は
、
財
政
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
確
実
な
繰
戻
し
の
方
法
、
期
間
及
び
利

率
を
定
め
て
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
歳
計
現
金
に
繰
り
替
え
て
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

目
的
外
の
取
崩
し)

第
六
条

知
事
は
、
基
金
に
属
す
る
現
金
を
預
貯
金
等(

預
金
保
険
法(

昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十

四
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
預
金
等
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法(

昭
和
四
十
八

年
法
律
第
五
十
三
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貯
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

と
し
て
金
融

機
関
に
預
け
入
れ
、
又
は
信
託
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
金
融
機
関
に
係
る
保
険
事
故(

預

金
保
険
法
第
四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
及
び
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
法
第

四
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
保
険
事
故
を
い
う
。)

が
発
生
し
た
と
き
は
、
当
該
金
融
機
関
に

対
す
る
債
務(

借
入
金
に
係
る
債
務
及
び
保
証
契
約
に
基
づ
く
債
務
を
い
う
。)

と
当
該
預
貯
金
等

に
係
る
債
権
を
相
殺
す
る
た
め
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

(

委
任)

第
七
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
金
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

( ) 令和６年３月18日 岐 阜 県 公 報 号 外 �３

災
害
応
急
作
業
等
手
当(

前
条
第
二
十
七
項

第
一
号

(

ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。)

に
規

定
す
る
も
の
に
限
る
。)

道
路
上
作
業
手
当(

前
条
第
十
八
項
第
一
号
に

規
定
す
る
も
の
に
限
る
。)



附

則

(
施
行
期
日)

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

こ
の
条
例
の
失
効)

２

こ
の
条
例
は
、
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
た
だ
し
、
同
日
ま
で
に

実
施
さ
れ
た
第
一
条
に
規
定
す
る
事
業
に
係
る
精
算
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
は
、
同
年
六

月
三
十
日(

同
日
ま
で
に
当
該
精
算
が
完
了
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
精
算
が
完
了
し
た
日)

ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

号 外 � 岐 阜 県 公 報 令和６年３月18日 ( )４

令
和
六
年
三
月
十
八
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社


